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 当会は、原発問題を考える団体で

はない。しかし、行政とやり合った、

長年の経験がある。そこから学んで

きたことから言えば、現在、福島原

発に関して、政府、東京電力、新聞・

テレビが流している情報を、そのま

ま受け入れることは、到底できない。

調布飛行場近隣の住民、別の言い方

をすれば、福島原発から約 210ｋｍ

離れたところに住んでいる住民と

いう立場から、どう対処すべきかを

考えてみた。 

 

   刻々と悪化する数値 

 原発事故の事態は、刻々と悪化し

ている。政府の発表する数値を追っ

てみると、そう聞こえる。避難指示

の区域は広がり、出荷制限の生産物

が出現し、基準値の 1250 倍の放射

性ヨウ素が見つかったり、プルトニ

ウムまでもが土壌から検出された

りといった具合である。ちなみに、

この 1250 倍という数値であるが、

「Hyper News 2ch」では、「『平常値

の 1250 倍』ではなく、『安全基準の

1250 倍』」と解説している。この数

値は、３月30日現在、3355倍に悪

化しているが、それも、本紙を手に

する皆さんには、古い古い数値とな

っているのであろう。 

 しかし、全く逆さまの見方も、可

能である。例えば、震災全体の死者

について、最初のうちは、二百数十

人などと報道されていたものだが、

３月 26 日には、１万人を超えた。

行方不明者、さらには、行方不明の

届出すらされていない人も加える

と、最終的に、死者は 10 万人を超

えるかも知れない。 

 ここで注意しなければならない

のは、死者が激増しているのではな

く、判明した数が激増したに過ぎな

いということである。そして、同様

のことは、放射能汚染にも言えるの

である。 

 

   建屋が吹っ飛んだ以上… 

 そもそも、原発というのは、万一

の場合があっても、放射能を外部に

漏らしてはならないという観点か

ら、設計されている。建屋は、厚さ

10ｍの鉄筋コンクリートで造られ

ており、たとえ航空機が墜落しても、

大丈夫と言われてきた。 

 その建屋が、吹っ飛んだのである。

水素爆発の威力は、それだけ物凄い

わけで、そもそも、原子炉そのもの

が無傷であろうはずもない。従って、

激しい放射能汚染は、当初から起こ

っていたはずであり、数値の悪化と

いうのは、単に、それが次第に判明

してきたか、或いは、隠蔽してきた

数値を、小出しにしてきたかの、い

ずれかではないか、というわけであ

る。 

 

 死者の数と同様に、放射能汚染も、

激増の予感である。 

 

   基本的な「基準」の問題 

 公開されている汚染の数値以前

に、そもそもの「基準」の問題があ

るのも、忘れてはならない。 

 年間１ミリシーベルトまで被爆

しても大丈夫という、政府が使用し

ている数値は、国際放射線防護委員

会（ＩＣＲＰ）の「被爆安全基準」

によるものだが、放射線リスク欧州

委員会（ＥＣＲＲ）のクリス・バス

ビー博士は、「レントゲンなどの装

置から放射線が飛んでくる『体外被

曝』の放射線量に基づいて、安全基

準を算出しています。つまり、汚染

された空気を吸ったり、食品を口に

することで体内に(裏面へ続く)
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（表面から続く）ダメージが蓄積さ

れる『体内被曝』を、考慮に入れて

いないのです」（週刊現代４月９日

号 41頁）と指摘している。 

 さらに、この 1ミリシーベルトの、

「１」という数値についても、注意

を払う必要があろう。本当に、調査

研究を重ねた上の数値であれば、こ

んな割り切れるものになろうはず

もない。 

 ３月 15 日、厚生労働省は、東日

本大震災での福島第一原発事故で

応急対策にあたる作業員の放射線

の被曝線量限度を、100ミリシーベ

ルトから 250 ミリシーベルトに引

き上げる特例を定めたと発表した。

これで、１回当たり 15 分程度だっ

た作業時間が、30 分程度に増える

という。安全基準は、一気に２.5

倍も緩和されてしまった。 

 このように、安全基準というもの

は、しばしば、実態にではなく、目

的に合わせて、恣意的に定められた

りしている。もちろん、だからこそ、

原発というのは、「安全な施設」で

あったわけだが。「基準の範囲内」

ということで、安心してはならない。 

 

   「トーデン発表」 

 戦後、「大本営発表」という言葉

が流行った時期がある。太平洋戦争

の中盤以降、戦況が悪化していたに

も関わらず、大本営は、人々を鼓舞

するために、日本軍が勝ち進んでい

るかのような発表をし続けた。そこ

で、戦後、人々は、明らかなウソを

言う前に、「大本営発表」などと言

って、言葉の遊びをしたものである。 

 戦中の問題は、すべての情報が、

軍部に集中していたことにある。政

府や新聞、ラジオ、いろいろなとこ

ろで情報は流されたが、それは、元

をたどれば、すべて軍部に行き着く

と言っても過言ではない状態であ

った。そして、人々は、それが真実

であると、信じ込まされてしまった。 

 現在、原発事故に関する多くの情

報は、東京電力から発信されている。

政府や新聞、テレビが、原発周辺の

放射能が、○○シーベルトだと流し

ても、それは、元をたどれば、ほと

んど東電に行き着く。その情報の真

偽を、誰も確かめることができない。 

 「トーデン発表」を、頭から否定

することはないが、信じ込まされて

はならない。 

 

   他の情報があると……… 

 パニックは避けるべきである。放

射能から逃れようとして、交通事故

を起こして死亡してしまえば、元も

子もない。冷静沈着に行動すること

は、とても大切なことである。しか

し、だからと言って、何も知らされ

ず、安閑としていて良いというわけ

では、もちろんない。 

 例えば、トーデン発表以外の情報

を持っているであろう外国の対応

には、際立ったものがある。アメリ

カを初め、多くの国では、日本に滞

在する自国民に、福島原発から半径

80ｋｍ圏内から退避するよう、呼び

かけた。中には、自国まで連れて帰

った国もある。20 以上の国が、大

使館を、東京から関西に移した。こ

うした行動は、決してデマに基づく

ものではなく、それなりの理由があ

るものと、考えるべきである。 

 

   許しがたい石原暴言 

 震災直後、石原都知事の発した暴

言は、常軌を逸している。元々、問

題発言を繰り返してきた人物では

あるが、「大震災は天罰」とは何事

か。亡くなられた数万人の方、被災

した数十万人の方が、いったい、こ

んな天罰を受けなければならない、

どんな悪いことをしたと言うのか。

それに続く、「この津波をうまく利

用して」、「我欲を洗い流せ」という

言葉も、不愉快千万である。「うま

く」とは、どういうことか。「利用」

の「利」も、不適切極まりない。「教

訓」ならば、山ほどあるが。そして、

「我欲」とは何のことか。 

 人は、往々にして、他人を、自分

と似た存在であると、思い込むもの

である。しかし、それは、幻想であ

ることが多い。要は、単に「類は友

を呼ぶ」ということからくる、勘違

いである。 

 かつて、ライブドアの堀江社長が、

「人は金で動くものだ」と発言して、

物議をかもしたことがある。要は、

金で動く人間の周りに、金で動く人

間が集まった結果、人は金で動くも

のと見えただけのことである。 

 同様に、「選挙結果次第では、自

分の都政が引き継がれないかも知

れない」などという理由で、多選に

打って出た、我欲の塊のような人物

の周りには、やっぱり、そういうの

が集まるのである。事実、今回の都

知事選に名乗りを上げた人物の中

にも、出馬声明を出す以前の石原の

ところへ挨拶に行った人物は、複数

いる。そんなものである。 

 

   人助けに励む姿も 

 一方で、今回の震災地で、多くの

ボランティアが頑張っている姿が、

報道されている。ボランティアの活

躍は、何も今回が初めてのことでは

ない。阪神でも四川でも、それは数

えれば、結構なものとなる。日本に

は、人助けに励む人たちが、以前か

ら存在していた。ただ石原の周囲に

は、寄りつかなかったのであろう。 

 
 
 

 今なすべきことは、山ほどあるだろ

う。当面の放射能対策も、東北への連

帯も、大切なことである。しかし、調

布飛行場周辺に住む市民という立場か

らすると、忘れては絶対にならないの

は、福島原発が、本当に制御不能にな

った場合への備えである。 

 今回の震災で、万一の備えで生き残

ったという例は、枚挙に暇がない。今

後２年間に、福島が、本当にダメにな

る可能性は、１％程度はあるのではな

かろうか。 

 その時、何を持って逃げますか。水

は、食物は、薬は。新幹線乗れますか、

高速動きますか、裏道知っていますか。

頼れる親戚いますか、宿屋にしますか、

寝袋にしますか、手に入りますか。一

寸先は、本当に闇なのだ、念のため。



 


